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この紙面を読んでくださっている方は、おそらく自治会の回覧板や区役所などの広報コーナー、場合によってはホームページなど、さまざまな手段でいろいろな情報を得られる方だと思います。けれども、本当に情報が必要な人に、大切な情報が届いていないのが現状のようです。「さまざまな福祉保健に関する情報を整理し、必要な人にわかりやすく情報を届けるにはどうしたら良いか？」というテーマは、どこの地域でも課題になっています。そこで、今回はインターネットで地域情報を発信し、さらにその情報を実際に活用する人たちまで届ける仕組みづくりを模索している「支え合い連絡会・広報分科会」を取材し、ご紹介したいと思います。
　


桂台ケアプラザ支え合い連絡会・広報分科会は、本郷中央地区と上郷西地区をまたいで活動しています。メンバーは、公募で集まった7名、毎月1回ケアプラザに参集し、地域の福祉保健に関する情報を収集し・インターネット上で発信する活動をされています。メンバーの皆さんは全員が桂台ケアプラザの担当エリアに住まわれており、「わが街を住みやすく」という視点で活動されています。そして、それぞれのご経験を活かし、取材から編集、ホームページへの掲載まで、一連の作業を協力して行っています。

活動の詳細をメンバーのお1人である錬石さんにお話しを伺いました。


　　錬石さん曰く「これまでホームページに様々な福祉情報を載せてきたが、本当にそれを必要とする人に届いているのかという疑問があった」そこで、実際に高齢者や障害者の方にどんな情報を必要か？尋ねてみたそうです。すると、「興味がわいて、やりたい事があっても、すぐにその情報にたどり着けない」という返事が返ってきたそうです。考えてみると、確かに区役所やケアプラザに行けば講座やイベント、ボランティア活動など、多くのチラシが置いてあります。しかし、枚数には限りがあり、また、時期を逃すとせっかくの情報にはたどり着けません。情報が多いように見えても、うまく噛み合っているわけではない実情があります。さらに、区やケアプラザにしょっちゅういける人ばかりではありません。「それでは！何かできることを」とホームページ内に「街で拾った行事の情報」コーナーを始めたそうです。これは、ケアプラザや区の情報コーナーのインターネット版です。（右ページを参照下さい）

　
　そして、まだまだ多くはありませんが、地域にあるボランティアグループやサロン、各委嘱団体の広報誌を毎月ホームページに掲載しはじめました。メリットは、団体の活動内容やトピックスを他の団体にお知らせすることができる。また、資料として使用したいときは、ネットから紙に印刷する事ができる。などあります。錬石さんは、みなさんに語りかけています。「地域の資源である『支えあい連絡会・支えあいネットワークホームページ』を充実させていくため、ぜひ多くの情報を広報分科会に寄せてほしい」
地域の福祉･保健活動されている皆さん、ぜひホームページを活用ください！
　

データをひもとくと、高齢者や障害者、子育て中の母親など、福祉・保健情報を必要とする人のうち、自ら情報を集められる人は、実は10～20％程度で、大半の人が情報に自力では辿りつけていない現状があるそうです。
そこで広報分科会では、必要な人たちに情報を届ける仕組みづくりとして、地域の委嘱役員や民生委員、ボランティアさんの会議に出向き「支え合い連絡会ホームページの使い方」について出前講座を行うことを検討しています。保健福祉情報が必要な人との接点が多い方たちに、このホームページを見ていただき、必要に応じて情報をプリントアウトし資料として直接渡したり、噛み砕いて説明をすることができる事を伝えます。情報の懸け橋となる民生委員さんやボランティアの方たちにホームページが活用される事を願っています。
取材を終えて
　　取材の最後に錬石さんが話された「この町に住んでいる人の暮らしに役立つホームページにしたい」という言葉が強く印象に残りました。ホームページは、たくさんの人が参加すれば参加するほど良いものになっていきます。これから、ますます、このホームページに地域の情報が集まってくるようにお手伝いしたいと思います。（多次）






地域で活躍している皆さんが「伝えたい」と思っている情報は、ホームページに載せておけば、何時でも、どこでもパソコンがあれば、閲覧したり、印刷したりできます。ホームページを通じて、あなたの伝えたいことが伝わります。ぜひご利用下さい。（もちろん全部無料です）


連絡先　地域交流部門（広報分科会担当：渡辺）　８９７－１１１１　























ホームページより抜粋　「街で拾った行事の情報」
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